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要 旨 

キーワード：中朝バイリンガル、移動・越境、言語意識、アイデンティティ、複言語話者 

本研究は、地域間、国家間を移動する朝鮮族を対象に、複言語話者である中国朝鮮族の言語の選択

と使用から言語意識とアイデンティティの関係を論じるものである。研究の目的は、（1）中国朝鮮族はどの

ような言語意識をもっているのか、（2）中国朝鮮族の言語意識とアイデンティティはどのように関係してい

るのか、という2点を明らかにすることである。本論では、バイリンガルの言語能力ではなく「個」に応じた言

語にまつわる意識、さらに言語を通した経験による社会とのかかわりに注目し、分析と考察を行う。 

本論は全6章の構成となっている。第1章では研究の背景や先行研究を紹介し、用語の定義を行う。第

2章では調査概要と分析方法を提示する。第3章から第4章では調査協力者2名の事例を記述し、分析・

考察を行う。第5章では2つの事例に基づいた総合的考察を行い、第6章では本研究のまとめと今後の課

題を述べる。 

中国朝鮮族についてこれまで様々な研究が発表されてきた。その中で特に藤井（1993）の朝鮮族の研究

は、日本人の視点からの朝鮮族の日常生活における言語使用状況や今後の中国朝鮮族の教育問題な

どについて考察し、様々な示唆と貴重な意見を与えてくれた。一方、金（2011）は中朝バイリンガル中朝

バイリンガルの朝鮮語習得について言語文化要因、家庭的要因、教育的要因から分析し、彼らの朝鮮語

に対する意識を分析・考察している。今後の課題として、中国朝鮮族の中国語、外国語に対する意識の

調査、および、それらの朝鮮語に対する意識との相関関係の分析・考察を挙げている。本研究の目的は、

金（2011）の研究成果と考察結果に基づき、地理的移動が以前にも増して頻繁に起きている中国朝鮮族

の複言語意識、及びアイデンティティを明らかにすることである。 

本研究における調査協力者は中国東北地区（黒龍江省、遼寧省）出身の中国朝鮮族の2名である。調

査方法は半構造化インタビュー（村岡2002）を行い、言語にまつわるエピソードを語ってもらった。そこで

得られたデータを文字化し、分析を行った。分析は箕浦（1999）の分析カテゴリーを用い、エスノグラフィ

ーに基づく記述分析を行う。分析方法には、インタビューデータに繰り返し現れる事象に着目し、それを

分析の対象とする箕浦（1999）の手法を用い、中国朝鮮族の①言語習得の背景、②各言語に対する意識、

③アイデンティティについて記述と分析・考察を行う。 

データの考察から、研究目的について以下の4点の結論が得られた。（1）複言語話者は複数の言葉を

持つことで一つの言語に依拠することのない柔軟なアイデンティティを形成することができる。（2）言語意

識とアイデンティティは相互に深く関わっている（作用する）と同時に、移動および越境の影響を受けるこ

とが明らかになった。つまり言語意識とアイデンティティは越境による複言語・複文化および異文化接触

により変化する。（3）言語意識およびアイデンティティは移動および越境を通して自身の持つ言語や文化

に対する理解を深めると同時に、マジョリティ社会と自己と異なる点を認識していく。（4）他者から付与され

た多種多様なカテゴリーによって、自分は何者であるのかという自身のアイデンティティを問うようになる。

その時々の周囲の人々の視点によってアイデンティティが流動的に変化しているのを見ると、アイデンテ

ィティは固定的なものではなく、可変的だということがあきらかになった。 

本研究は、中国朝鮮族の2名に限られた事例研究である。今後は量的研究のアンケート調査と質的研

究のインタビューを併用し、中国朝鮮族の言語意識およびアイデンティティを一層深く探りたい。さらに本

研究にも関わってきた在日コリアンの言語意識とアイデンティティについても調査を行い、中国朝鮮族の

言語意識との相違点について比較調査を行いたいと考える。 
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